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１ 本園の教育目標 

○建学の精神「感恩」 

 人は さまざまな恩恵のもとで 生かされている 

この真理に目覚め 感動と感謝から生まれる 豊かな心と情熱をもって 

人の幸せを願い 行動するとき 私たちは成長し 社会に貢献できる  

～「ありがとう」に出会い 気づき 感動 感謝の行動から 新しい「ありがとう」が生まれる～ 

この建学の精神を体し、具現化する。 

○教育目標「ひろい心 すこやかな身体 豊かな創造性」 

①「ありがとう」の感謝の心、「いいよ」と言える寛大な心、「ごめんなさい」と言える素直な心

を育成する。 

②「おはようございます」「こんにちは」「さようなら」など、挨拶の大切さを指導していく。 

③絵画製作や音楽リズムを通して、豊かな感性と創造性を育成する。 

④恵まれた自然の中で身体を使い、五感をつかって遊ぶ活動を展開する。 

 
２ 本年度、重点的に取り組む目標、計画 

学園の教育理念と経営方針、本園の教育目標に基づいて、教職員間の共通理解を図る。自身の保

育を見つめ直し、教育の質の向上に努める。教育内容の改善に主体的に取り組み、保育時間は違う

が、本園が担う幼児教育の役割について考えることを重点目標とする。 
 
３ 評価項目(事業計画)の達成及び取組状況 

評価項目 取組状況 

(1) 本園の保育目標に従い、園児

の実態をもとに、教育課程を

作成・実践する。 

○運動会、作品展、生活発表会などの各行事は独立してあるの

ではなく、１学期からの子どもたちの様子や発達段階をしっ

かりと把握し、それに応じた個々の園児への対応、それぞれ

のクラスや学年の持ち味や特徴をとらえた行事の展開を目指

し、計画を立てていくことに取り組んだ。 

○毎週学年会を実施して、具体的な活動方法について話し合い、

学年ごとに特色のある教育活動に取り組んだ。 

(2) 幼稚園の状況をふまえて、

中・長期的な計画を策定す

る。 

○幼児期の育ちを、小学校以降への学びへとつなげていくため

に、小学校やその他の校種との連携を積極的に展開した。 

○子どもたちの育ちの変化や社会の変化に対応し、発達や学び

の連続性を確保し、計画的に環境を構成することを心がけた。 

(3) 1 号認定児 2 号認定児を受

け入れて、教育力の向上のた

め、研修の充実を図る。 

○研修の機会を確保した上で、大学等を含めた関係機関と連携

を図りながら、教員のニーズやキャリアアップに考えて、研

修を効果的・効率的に行った。 

○教員が学び続けるモチベーションを維持するため、教員の主

体的な学びが適正に評価され、学びによって得られた能力や

専門性の成果が見える形で実感できるように配慮した。 

(4) 園内の施設・設備、安全管理

の充実を図る。 

○園内の環境及び安全面について、毎週１回の全体点検などを

行い、危険防止、環境改善に努めている。 

○子どもたちは成長するにつれて、大胆な行動や、慣れによる

不注意な行動が見られるため、教職員が相互に注意し合うよ

うに心がけている。 



(5) 保護者の要望や意見に適切

に対応して、満足度のさらな

る向上に努める。 

○園内の様子や取り組み内容を「学年だより」などに掲載して、

少しでもその内容が分かるような工夫している。 

○園運営や行事などについて、保護者対象のアンケート調査を

実施し、意見や要望に対して積極的に対応して、改善できる

よう努力している。 
 

４ 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

教職員全員が学校評価（自己評価）の主旨を理解し、各自適切に自己点検、自己評価に取り組ん

でいる様子が見られた。今後も、客観的な目で自らの教育を振り返り、さらに充実した教育実践が

できるように努力を積み重ねていきたい。また、教職員間でのコミュニケーション能力が向上し、

意思伝達がスムーズにできるようになってきている。 

施設・設備面では環境整備に力を入れており、教育サービスにおいても安心、安全に教育を展開

できる環境になるよう努力している。 
 

５ 今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取り組み方法 

(1) 保育と環境、施設・設備の見

直しと改善 

○今ある自然環境の良さや施設設備を活かして、乳児・幼児が 

より一層学びを深めていけるような、環境の見直しを図ってい 

く。従来の点検、整備を充実できるよう推進していく。 

(2) 研究と実践について ○教員の資質、能力向上に向けて、より一層、園内外の研修へ

の実施、参加およびサポート体制を充実できるように環境整

備を図る。 

(3) 園に対する保護者の満足度の

把握 

○保護者、未就園児に興味や関心をもってもらえるようなオー

プンスクール、園庭開放のあり方、教育相談の充実を図って

いきたい。また、ホームページをリニューアルして知りたい

情報をわかりやすく配信していく。活用の充実を目指した

い。 
 

６ 学校関係者評価 

〇運動会の時にもっと子どもたちだけでする競技が見たい。 

〇給食の量が少なく、費用が高すぎる。 

〇自園給食が始まり、最初は単価が上がり不安でしたが、以前に比べてメニューの豊富さ、味も良

くなり親子共々大満足しています。 

〇園舎、園庭、お山など広い施設と立派な体育館、記念講堂も素晴らしい。 

〇運動会・生活発表会では、子どもが無理ない範囲で練習させてもらえているのがわかり、何よ 

〇子どもが楽しそうに家でも練習しているのを見て、親としても成長が見られて楽しい。 

〇お山で虫探しなどを体験出来てよかったです。 

〇毎日楽しく通っており、1 度も行きたくないと言ったことがありません。 

〇強要することなく子どもの意思を尊重してくださる。園の環境も大好きです。 

〇園庭、お山と外遊びをたくさんさせてもらえるところがよい。先生方も子どもの様子に親身にな

って相談に乗っていただけるので安心している。 

〇何より先生方の元気が良いこと。すべての先生が全園児の名前や特徴を覚えていてくれること。な

なかなかできることでないといつも感謝します。 

〇のびのびと過ごさせてもらって満足。先生方の子どもたちへの関わりも他の幼稚園と比べて満足。 

〇バスの運転手さん皆さんが、にこやかに子どもをむかえてくださり、またいつも時間通りで本当

に助かりました。     【保護者会役員とクラス委員他、保護者アンケート調査の自由記述から】 



 


